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はじめに
ヨウジウオ科チンヨウジウオ属 Bulbonaricus

は，躯幹部と尾部の上隆起線が連続する，躯幹部

と尾部の下隆起線が連続する，躯幹輪数が 15–

18，尾輪数が 57–64，尾鰭軟条数が 10，変態後の

成魚では額骨に上縁が円滑または鋸歯上の棘状ま

たは板状の突起をもつこと，吻が著しく短いこと，

口が下位で唇が厚いこと，および胸鰭，背鰭，お

よび臀鰭を欠くことから特徴づけられる

（Dawson, 1984；鈴木ほか，2002）．本属魚類は世

界で 3有効種が知られており（Dawson, 1984），

日本からはチンヨウジウオ Bulbonaricus brauni 

(Dawson and Allen, 1978)とシューヤジリチンヨウ

ジウオ Bulbonaricus davaoensis (Herald, 1953)の 2

種が記録されている（瀬能，2013；Araki et al., 

2020）．シューヤジリチンヨウジウオは国内から

はこれまでに奄美群島沖永良部島と小笠原諸島父

島からのみ記録されており，前者が分布の北限と

されていた．

今回，鹿児島県の大隅諸島屋久島において撮

影されたチンヨウジウオ属の水中写真 2枚が

シューヤジリチンヨウジウオに同定された．これ

らの写真は本種の分布の北限更新記録となるた

め，ここに報告する．

材料と方法
シューヤジリチンヨウジウオの水中写真（Fig. 

1）は，2019年 10月 18日に鹿児島県熊毛郡屋久

島町一湊（屋久島北部）の矢筈岳神社前

（30°27'44"N, 130°29'37"E）の水深 25 mの海底で

第 2著者によって撮影された．これらの水中写真

は，鹿児島大学総合研究博物館の画像データベー

ス（KAUM–II）に登録されている．

結果と考察
屋久島で撮影された個体は，吻が著しく短い

こと，口が下位で唇が厚いこと，背鰭と胸鰭を欠

くこと，体が一様に茶色みがかった赤色であり白

色点がないこと，および頭部背面が緑がかった赤

色であり V字状の白色斑があることから，Araki 

et al. (2020)で示されたシューヤジリチンヨウジ

ウオ Bulbonaricus davaoensisの特徴とよく一致し

たため，本種に同定された．

本種はこれまでに日本国外ではケニア，台湾，

フィリピン，インドネシア，パプアニューギニア，

オーストラリア，およびフィジーから記録されて

お り（Herald, 1953; Dawson, 1984, 1985; Fricke et 

al., 2014; Ho and Lin, 2014），日本国内では奄美群

島沖永良部島と小笠原諸島父島からのみ記録され

ていた（Araki et al., 2020）．したがって，今回大

隅諸島屋久島において撮影された個体は本種の北

限記録となる．

本属魚類は浮遊期や変態前の未成魚では管状

の吻をもち，口がその先端に位置すること，背鰭

屋久島で撮影された水中写真に基づくシューヤジリチンヨウジウオ
（ヨウジウオ科：チンヨウジウオ属）の北限記録
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と胸鰭をもつこと，および額骨に棘状の突起をも

つことなどから，変態後の成魚と容易に識別され

る（Dawson, 1984; 鈴木ほか，2002）．したがって，

屋久島で撮影された個体は，変態後の成魚である．

成魚が他海域から移動して屋久島にくるのは困難

であると思われこと，屋久島では撮影個体以外に

みつかっていないことなどから，今回の個体は変

態前の浮遊期に黒潮によって南方から運ばれてき

て，屋久島で定着し，成長したものであり，屋久

島で再生産している可能性は低いと考えられる．

第 2著者の水中観察によると，本個体は 2019

年 8月に初めて確認され，10月に撮影（Fig. 1），

2020年 6月が最後の確認となった．屋久島にお

ける越冬は確認されたものの，6月の時点で体後

半部が欠落した状態でかろうじて生存していた．

シューヤジリチンヨウジウオを含むチンヨウ

ジウオ属魚類はアザミサンゴに共生し，サンゴの

個体間の隙間を這うように移動する．屋久島の

シューヤジリチンヨウジウオもアザミサンゴ群体

上で撮影された（Fig. 1）．写真の個体は第 2著者

によって雌であることが確認され，同じアザミサ

ンゴ群体上ではチンヨウジウオ B. brauniの雌 1

個体も同時に観察された．
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Fig. 1. Underwater photographs of Bulbonaricus davaoensis. Left and right photographs (KAUM–II. 88 and 89 respectively) represent the 
same individual. Taken by I. Takaku at a depth of 25 m off Isso, Yaku-shima island, Kagoshima, Japan on 18 October 2019.


